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となる.式 (3)の関係を用いて,式 (2)の変数 り
をEに変換すれば,次式が得られる.
































トー 一 一L1- - ｣
FIg.3 DlscretcPolntSOrLArch x̂LS
意点 lに対応する,離散表 示 された近似的な一般解が求
方法の許Enについては文献5 )を参照されたい.
x"-∑ d恥 lX,t｡･ .(6)
(i-1-6,i-1-m)
ここに,








分定数 Xn.に関係つける要素 d州 は,伝達マ トリノク
ス法における伝達マ トリックスに相当するものである.


































































!望 現 車 ほ E
VerEICtTlDISPlaccTnCntlqJe HorlZOntaLDISFlaccTnLm = 1QJe
21IllgeJPnrabollCArchlILEJILJTtCqualltelghtoESupports
Flg6 FrccVlbratlOrLaLMt]des
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